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１ 雇用就労支援におけるリカレント教育の必要性 

法改正によって障害者雇用の質の向上、雇用と福祉施策

の連携強化、多様な働き方の推進、新たな人材育成体制の

構築など、障害者雇用を取り巻く状況は時代の転換点にあ

る。これらに対応していくには、障害者の雇用就労支援に

関わっている医療・福祉・教育・雇用などの実践現場の人

たちに対し、自らのスキルの再整理や新たな技術の習得な

どの学び直しを通して自己実現につなげるリカレント教育

がますます必要になってきている。 

そのため、この分野のリカレント教育を展開している

「松爲雇用支援塾（Rehab.C 塾）」の取り組みを紹介す

るとともに、今後の課題について検討する。 

 

２ 塾の講義とプログラム 

(1) 講義内容 

「キャリア支援に基づく職業リハビリテーションカウン

セリング」１)を基に３領域13回講座で展開。 

・基礎理論：働くことの意義、職業リハに関わる概念・

定義・支援モデル、キャリアに関する理論、カウンセ

リングに関する理論、ネットワークと人材（５回） 

・個別支援論：アセスメントと支援計画、障害の影響や

職業・生活の理解、自己理解・肯定感・障害開示・家

族の理解、能力開発とキャリア教育、体系的カウンセ

リング（４回） 

・環境調整論：雇用・福祉施策と連携及び障害者雇用の

推進、人事労務管理と職場定着支援、職場のメンタル

ヘルスと復職支援、組織内キャリア・復職・離転職・

引退（４回） 

(2) プログラムと修了生 

毎回の講座は３セッションで展開。 

 ・事前予習：テキスト「職業リハビリテーションカウン

セリング」の該当箇所の予習 

・オンデマンド配信：該当箇所のVTR講義の配信。20

分×４講で構成しライブ配信前の１か月間公開 

・オンライン配信：隔週ごとにZOOMによるディス

カッションを90～120分 

2021年12月に塾開始以来、2023年６月までに全講座の修 

了生は33名、現在も受講中は10名。 

 

３ 修了生調査 

(1) アンケート回答者 

2024年７月現在で回答した修了生30名の、社会人およ

び障害者雇用支援の経験年数は表１、専門分野は表２、現

有する資格等は表３のとおり。 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 入塾の動機 

・主催者との直接的な交流や助言を受けたいこと 

・職業リハビリテーションの哲学と系統立った知識と技

術の全体的な体系を習得したいこと 

・地方に在住していると研修機会が少ないため 

・これまでの実践を振り返りそれを体系的に解説して後

輩や組織の育成を図るため 

・直面している現場の状況を的確に把握して対策の方向

を見出したいため 

・雇用就労支援を目指す仲間作りのため 

(3) 講義内容での興味・関心の分野 

・基礎理論：第１位が19人、２位が５人、３位が６人 

・個別支援論：第１位が５人、２位が14人、３位が11人 

・環境調整論：第１位が６人、２位が11人、３位が13人 

 

（ ⼈ ）
社 会 ⼈ 就 職 期 間 障 害 者 雇 ⽤ ⽀ 援 期 間

０ 〜 ５ 1 1
６ 〜 1 0 8
1 1 〜 1 5 3
1 6 〜 2 0 3
2 1 〜 2 5 4
2 6 〜 3 0 1

3 1 〜 4 0   6
4 1 〜 4

年   数

表 1  就 職 期 間 と 障 害 者 雇 ⽤ ⽀ 援 期 間

0 〜 1 0

1 1 〜 2 0

2 1 〜 3 0

1

1 0

9

表１ 就職期間と障害者雇用支援機関 
（人） 

企業分野
⼈事労務管理、事業所内メンメンタルヘルスケア、職場適応援助
（直接⽀援、社内体制整備）

労働分野
障害者雇⽤⽀援、障害者雇⽤コンサルティング、復職・離転職⽀
援、能⼒開発訓練

福祉分野 就労移⾏、就労継続（A・B）⽀援、就労定着⽀援、復職⽀援

教育・⼼理分野 特別⽀教育、⼼理等相談

その他 介護者⽀援、地域社会活動、親の会組織活動、共同社会理解促進

表2 現在の専⾨分野表２ 現在の専門分野 

表3 現有の資格等
国家資格

障害者職業カウンセラー、、産業カウンセラー、キャリアコンサルタント
（キャリアコンサルティング技能⼠）、衛⽣管理者、社会保険労務⼠（特定社
会保険労務⼠）、中⼩企業診断⼠、

臨床⼼理⼠、公認⼼理師、特別⽀援学校教員、

精神保健福祉⼠、社会福祉⼠、介護福祉⼠

その他
職場適応援助者（派遣型、企業在籍型）、障害者職業⽣活相談員、ES協会就労
⽀援⼠、
主任ケアマネージャー、産業ケアマネジャー、相談⽀援専⾨員、、両⽴⽀援
コーディネーター、職業指導員、
認知症予防講師、健康検定マスター講師、⼼⾝健康アドバイザー、介護離職防
⽌アドバイザー、⼊院者訪問⽀援員、

表３ 現有の資格等 
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(4) プログラムの進め方  

ア オンデマンドよる事前講義の効用 

・移動時間が不要で場所の制約もないため受講が容易 

・講義が細分化されて通勤中でも学習可能 

・事前の資料や動画で予習でき、オンラインのディス

カッションへの準備が可能 

イ オンラインのディスカッションの効用 

・同じテキストやオンデマンドの事前学習を踏まえなが

ら、様々なバックボーンのある専門家の意見を聞くこ

とができた 

・さまざまな専門職の現場でのリアルな対応や途中経過

の本音を伺え、実務を振り返りながら理解を深めるこ

とができた 

・事前学習で得た理論とこれまでの自分の実践を結びつ

けていく作業が丁寧にできた 

・講師や受講生の考えや意見を踏まえて自分の考えを整

理でき、素直に自分の意見を開示できた 

・欠席したり聞き逃した内容は、後日のVTR配信で確

認できた 

ウ オンラインディスカッションの課題 

・討論時間が短いために、発言回数が少なく、焦点を

絞って論議を掘り下げることが難しい 

・受講者のスキルや経験等の差異が著しいと、経験の長

い人が論議の中心になりがちで、短い人は発言のタイ

ミングがつかみにくくて不全感が残りやすい 

・小集団に分割したディスカッションになると、話題が

拡散しがちで特定の人が話し過ぎることもあり、ファ

シリテーターが必要である 

・オンデマンドでの学びの結果を話すのが精一杯で、討

論まで参加できない 

・もっとテーマを絞り込んだり、理論を踏まえながらも

現実的な課題を取り上げてほしい 

(5) 受講後の成果 

ア 基礎理論に沿った支援の実施の心がけ 

・理念や基礎理論を再確認しつつ専門性と多様性が深ま

るようになり、確かな根拠に基づく支援と今後の組織

の方向性について議論できるようになった 

・異なる立場の環境や支援者の考え方を知ることができ、

多面的に考えることができるようになった 

・自己学習にありがちな抜けや漏れの心配がなくなり、

実務での気づきが増え、自分が仕事をする上で大切に

していることを明確に意識するようになった 

イ 多面的な視点の尊重 

・現場の実情や立場が違えば見え方や方法も異なること

に気づき、それを尊重するよう心がけるようになった 

・就労支援の課題や支援の幅が広がるとともに、自分自

身の対応の在り方を振り返る機会が多くなった 

・働くことの意義と価値を理解し、環境側の要件を整え

ながらが対象者の人生に伴走することを再認識した 

ウ 業務に直結した知識の獲得と人脈 

・障害者雇用の促進、企業内での人事管理、福祉機関で

の定着支援などの勤務先での業務に直結した講義内容

のため、他の機関や組織には自信をもって対応できる

ようになった 

・処遇困難な事例に「しんどいな」と思いつつ、実施し

ている仲間がいることを知って、自分自身が動機づけ

られている 

エ 地域リーダーとしての自覚 

・研究会や講演などで講義をする際に、価値観や概念・

知識や方法などの資料作成の基盤となっている 

・仕事への向き合い方が変わってきて、地域のリーダー

になろうと自覚し始めた 

・先輩の価値観や技術を知って、自分の専門職としての

ロールモデルとなった 

オ 活動拡大の契機 

・学ぶことの面白さを改めて感じ、新たな通信教育の受

講や研究会や学会等での研究活動を始めた 

・障害者のみならず生活のしづらさを抱えながら地域で

生活している人たちの支援のあり方を再認識して、そ

うした人たちの職業リハビリテーションの価値・知

識・技術を活用できる可能性を探っている 

 

４ 考察と結論 

受講後の成果には、基礎理論に沿った支援の実施、多面

的な視点の尊重、業務に直結した知識の獲得と人脈、地域

リーダーの自覚、活動拡大の契機などの効果が認められた。 

また、この塾の特徴であるオンラインでのディスカッ

ションの効用も幾つか指摘された。他方で、討論時間の短

かさやそれへの対応、技量や経験の差異による発言回数の

少なさや不全感、小集団討論でのファシリテーター不在、

テーマの絞り込みや実際の課題の採用などが指摘された。 

これら踏まえて、テキスト改訂版２）を基に新たに４領

域(基礎編、理論編、個別支援、環境調整）計18回の講座

を開発し、オンラインのディスカッションの仕方について

も検討中である。 
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